
OPEN the
Solaris™ OS WORLD

ビジネスを進化させるシンプルな選択肢。
Solaris OSがITを変える。





SunのITが担う役割
Sunは、3つの分野に注力し、
さまざまな時代の要求に応えます

【Sunが注力する3つの分野】

Sunは、こうした時代の要求に応えるために、ビジネス・ガバナンス／ビジネス・エフィ
シェンシー／コミュニティという、以下の3つの分野に注力し、お客様の視点に立っ
た解決策のご提供や様々な支援活動をプロジェクトとして実施しています。

コミュニティ
Java™テクノロジーやSolaris OSのコミュニティはもち
ろん、Sun製品ではない様 な々オープンソース・コミュ
ニティを支援／活性化することで、Web 2.0、SaaS

への潮流を支え、業界の活性化に貢献します。

ビジネス・ガバナンス
重要なデータの保護や、業務プロセスでの不正やミスの
防止、運用プロセスの標準化によるオペレーショナル・リス
クの削減といった、内部統制／企業統治を実現します。

Eco Innovation
社会的責任（CSR）の一環として、Eco-Responsibility

（環境への配慮責任）を果しつつ、IT投資効果を高め、
より迅速で柔軟なビジネスを実現します。
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日本版SOX法
迅速なサービス展開

個人情報保護法

法令遵守

導入コスト

コスト削減

生産性向上

消費電力

機動性の実現

内部統制
情報ライフサイクル管理

強固なセキュリティ

事業継続性

標準システム

技術者の確保オープンソース導入

技術革新への迅速な対応
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ビジネス基盤としての
オペレーティングシステム（OS）の
重要性と選定のポイント

>
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SunのSolaris OSが提供できる価値
マルチサーバ／シングルOSで複雑性を解消
SunのSolaris OSは基幹業務サーバからWebサーバ、SPARC®プラットフォームからx86/x64プラットフォームに対して、共通
の機能、共通の操作性を提供し、複雑性を解消します。また、各プラットフォーム間のソースコード・レベルの互換性を保つこと
で、お客様の用途に最適かつ最も価格対性能比に優れたプラットフォームを選択できます。

予測的セルフヒーリング機能、Solaris Dynamic Tracing（DTrace）機能で
高い信頼性と安定した性能を確保
Solaris OSは予測的セルフヒーリング機能で、障害の可能性をいち早く察知し、システムとサービスの停止を自動的に回避し
ます。さらにSolaris DTraceで常にシステム全体の最適なチューニングとトラブル・シューティングを可能にし、サービスレベルを
均一に保ちます。

仮想化技術で、システム統合を容易に
Solaris OSは、Solaris Containerによるアプリケーション実行環境の仮想化技術により、アプリケーションの負荷に応じて動
的にリソースを割り当てます。複数のシステムに分散していたアプリケーションを、ひとつのシステム上でそれぞれ完全に隔離
されたセキュアな環境で実行でき、システム統合を容易にします。

オープンソースのメリットと商用OSの信頼性を提供
Solaris OSは、オープンソースのメリットと基幹業務サーバで培われた商用OSの信頼性を併せ持っています。万が一、脆弱性
が発見された場合、総合システム・ベンダーとしての迅速な対応が約束されます。またOSバージョン間におけるABI

（Application Binary Interface）を一定に保つことで、アプリケーションの上位互換性も保証されています。

OSが果たすべき役割
IT部門が、利益を生み出すリソースとなるために
IT部門が利益を生み出すリソースとなるためには、システム管理のための労力を最小限に抑え、サービスの開発に注力できる
環境を生み出す必要があります。そのためには、ITインフラの複雑性を解消し、自律的に運用できるシステムを導入することが
重要です。さらにシステム管理者が、ビジネスの効率化や顧客満足度の向上のために、サービスレベルが一定に保たれている
かを確認するだけではなく、最適化する必要があります。

ビジネス機会を逃さないために
市場のトレンドは、日々変化します。さらにちょっとしたキッカケで特定の商品やサービスが爆発的にヒットすることも少なくありま
せん。もはや、ITインフラはシステムの利用や負荷を予め完全に予測しておくことは困難であり、予期せぬ事態にいかに柔軟に
対応できるかが問われています。トップの意思決定に迅速に応え、いかに早くサービスを拡張できるかということも重要です。

オープンソース・ソフトウェアのメリットを生かすために
安全を保つには、商用ベースのノウハウも必要
オープンソース・ソフトウェアは仕様が公開されていますが、脆弱性がゼロというわけではなく、万が一問題が見つかった場合
に、いかに迅速に対応できるかが重要となります。例えばLinuxの場合でも、各ディストリビュータなどからセキュリティ・パッチの
提供を受けることでそうした問題に対処することがほとんどです。つまり、自社のOSにオープンソース・ソフトウェアを選ぶ場合
は、セキュリティやサポートへの迅速な対応とノウハウを持つ製品を選択することが一つのキーとなります。

コスト・メリットを享受するには、互換性の担保が重要
例えば、Linuxは、各ディストリビューション間でアプリケーションの完全互換が保証されているわけではありません。もし万が一、
現在利用しているアプリケーションが、次期バージョンのLinuxでは動かない、あるいはカスタマイズしなければならないとする
と、結果的に二重投資を強いられてしまいます。Solaris OSの場合、既存バージョンで動いていたソフトウェアの互換性が保た
れているので、将来にわたり投資を保護することができます。




